
　本市では、市民と行政が共に力を合わせ、少子化と人口減少を克服し、将来にわたり活力ある地域を
維持していくため、「行政サービスの最適化」、「組織と人」、「財政基盤の強化」を改革の戦略と位置づ
け、平成２９年３月に第３次行政改革プラン（平成２８年度～令和２年度）を策定しました。
　このプランに基づき、迅速に対応するコンパクトな組織体制、持続力ある健全な財政運営を目指し、行
政改革の３９の具体的な取組項目を定めて取り組んでいます。このたび令和２年度の進捗状況をまとめ
ましたので、主な成果をお知らせします。

武雄市行政改革プランの主な成果 〔令和２年度〕

組織と人

組織改革

◆一日も早い復旧及び生活再建に取り組み、防災・減災対策を強化するため「防災・減災課」を
設置しました。

◆水道事業の広域化に伴い、上下水道部を廃止し、「環境部」を設置しました。
「環境課」、「下水道課」、新たに「公園課」を設置し、生活環境の改善、公衆衛生、
自然環境、保全等を一括して行います。

行政サービスの最適化

◆公共施設等個別施設計画全体編を令和２年８月に策定しました。
◆公共施設等個別施設計画に基づき、北方西体育館は用途廃止し、売却をしました。
また、コミュニティ百堂については用途廃止を決定しました。
勤労者福祉会館については、施設の老朽化、利用状況を踏まえ用途廃止を決定しました。

◆住宅ストック総合活用計画に基づき、高野住宅、小原住宅を志久住宅に建替え、統合しました。

アセットマネジメントの推進

定数管理

◆再任用職員の活用等により人員削減を行いました。（１名減）

事業の選択と集中

◆住民サービスの向上のため、また、窓口の密を避けるため、各種証明書等のコンビニ交付を
導入します。【R3年秋運用開始】

◆市民課窓口の住民サービスの向上民間力の活用のため、業務委託を導入します。
【R3秋運用開始】

◆税の申告受付体制の見直しを行い、混雑を回避する予約制を導入し、受付の進捗状況を
リアルタイムで確認できるよう整備し、利用者の利便性を向上させました。

◆各種規則の見直し等により、市民が記入する申請書類のハンコレス化を実現し、利用者の
利便性を向上させました。

行政手続き処理期間の短縮



　行政改革プランの取組項目以外でも、少子高齢社会において市民一人ひとりが自分らしく幸せに生き
られる、将来にわたり活力ある地域を維持していくために、社会構造の変化に対応したサービスの拡充
等を実施しました。

財政基盤の強化

自主財源の確保

公営企業・特別会計等の経営健全化

◆ふるさと納税を推進しました。 基金積立額：６億４３４８万円

◆固定資産の全棟調査を行い、税収を増加させました。 １７８０万円

◆遊休資産を売却しました。 ７８００万円

◆基金を運用することで利子収益を生み出しました。 ２５００万円

◆国保会計 一般会計から国保特会への繰出金の抑制 ５０００万円

一般会計への精算金の繰入 ４８００万円

国民健康保険基金への積立 １億円

◆競輪事業 ：収益から３年連続で一般会計への繰出 ８０００万円

競輪施設整備基金への積立 ８億円

◆下水道事業 下水道事業会計からの清算金の繰入 ４２６８万円

歳出の抑制

◆小中学校の特別教室への空調の整備をしました。

◆新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、市民の困りごとに応じた

きめ細かな公衆衛生対策や経済対策、生活支援を行いました。

取組項目以外の実施状況

◆職員数の減により、人件費を削減しました。 ７５０万円
（＊職員人件費については一人当たり年平均７５０万円で算出）

◆本庁舎新電力の導入により、維持管理経費を削減しました。 ２９０万円

◆勤労者福祉会館の廃止により、維持管理経費を削減しました。 ５４０万円



目標金額 実績額 達成率

６．１億円 １９．２億円 315%

税収の増加 徴収率の向上 ０．３億円 ０．５億円 159%

使用料・手数料の見直
し

使用料・手数料の見直
し

１．２億円 １．３億円 110%

資産の売却等 遊休資産の売却ほか ３．６億円 １５．０億円 417%

他会計繰入金 競輪事業特別会計より １．０億円 ２．４億円 240%

（▲）１３．９億円 （▲）１３．４億円 96%

人件費の削減 定員の適正管理 （▲）　８．３億円 （▲）　７．７億円 92%

行政経費の削減 物件費等の削減 （▲）  １．２億円 （▲）  ０．３億円 27%

事務事業の見直し スクラップアンドビルド等によ
る見直しなど （▲）４．４億円 （▲）５．４億円 122%

２０．０億円 ３２．６億円 163%

取　組　内　容

歳入確保

歳出抑制

総 額

第3次行革プラン（H２８～R２年度）財源対策 目標額と実績額の比較


